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1．はじめに

リパーゼ（Lipase, Triacylglycerol acylhydrolase 
（EC 3.1.1.3））は，トリグリセリド等のエステル
結合を加水分解する酵素の総称であり，酵母，
植物，動物などに広く存在する．ヒト血清中の
膵リパーゼ（Pancreatic lipase, LIP）は，膵臓
の腺房細胞で生成され，膵液中に分泌される分
子量約 48,000の糖タンパクで，食物中の TG（ト
リグリセリド）の sn-1（および sn-2）位の長
鎖脂肪酸エステルを加水分解してジ（モノ）グ
リセリドとする消化酵素である 1）．
血清 LIP活性測定は，膵疾患のスクリーニ

ング，急性膵炎の診断，経過観察および治癒判

定の指標として臨床的に有用である 2）．膵疾患
における血清 LIP活性の診断感度，診断特異
度はそれぞれ 71%，84%であり，同様の膵疾
患マーカーである膵アミラーゼ（P-AMY）よ
り高いが，検査依頼件数は P-AMYより少ない
3）．また，現在，日常検査法で主に用いられて
いる血清 LIP活性測定方法には主にレゾルフィ
ン比色法 4）とジグリセリド法（DG法と略す）5）

等があるが，その測定値には最大で 2倍以上の
試薬測定値間差が認められている 6）．
そこで日本臨床化学会は，ヒト血清 LIP活

性測定の基準となる方法，すなわち常用基準法
を提案することを目的とし，2004年 9月に「リ
パーゼ活性測定の常用基準法の設定」プロジェ
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クトを設立した．本プロジェクトでは，常用基
準法の選択基準として 9つの条件を挙げ，脂
肪酸種がオレイン酸のみであるジグリセリド，
1,2-Dioleoylglycerol （DODG）を基質に用いる
方法（DODG法と略す）がその選択基準をほ
ぼ満たすという検討結果を得た．本稿では，こ
れまでの本プロジェクトでの検討結果から，血
清 LIP活性測定法常用基準法候補法の検討結
果を提示する．

2．略語

LIP：Pancreatic lipase 
DODG：1,2-Dioleoylglycerol
Bicine：N,N-Bis（2-hydroxyethyl）glycine
MES：2-Morpholinoethanesulfonic acid･H2O
NADP： β -Nicotinamide-adenine dinucleotide 

phosphate･Na
ATP：Adenosine 5'-triphosphate･2Na
NPE：Polyoxyethylene（10）nonylphenyl ether
DOC：Sodium deoxycholate･H2O
MGLP：Monoacylglycerol lipase（EC 3.1.1.23）
GK：Glycerol kinase （EC 2.7.1.30）
ADP-HK：ADP-dependent hexokinase
　　　　（EC 2.7.1.147）
G6PD：Glucose-6-phosphate dehydrogenase
　　　（EC 1.1.1.49）
Co-LP：Colipase
JCCLS CRM-001：常用参照標準物質：JSCC常
用参照

3．用語の意味

1）ヒト血清リパーゼ
ヒト血清中には，主に膵リパーゼ（LIP）の他に，
リポ蛋白リパーゼ（Lipoprotein lipase），肝性リ
パーゼ（Hepatic triglyceride lipase）が存在す
る場合がある．
2）常用基準法（consensus method）
酵素活性の測定用に学術団体等が定めた勧告
法のうち，日常検査法との比較を容易にせしめ，
かつ，そのときの直接の目安になるように特別
に定めた測定法．

3）至適条件（optimized condition）
与えられた環境のもとで，最も至適な条件，

または可能な最大の程度または量．
4）モル吸光係数（molar extinction coefficient）
物質が光を吸収する程度を示す指標として用
いられる単位．1 cmの厚みをもつ 1 molの溶
液を光が通過したときの光の強さの比（透過度）
の逆数で表す．
5）互換性（commutability）
異なった施設あるいは異なった測定方法で得
た測定値が，係数を用いることにより互いに同
じデータにすることができること．
6）トレーサビリティ（traceability）
不確かさがすべて表記された，比較の切れ目
のない連鎖を通じて，通常は国家標準または国
際標準で決められた標準に関連づけられる測定
結果または標準の値の性質．

4．適用範囲

本法は，ヒト血清中の LIP測定の日常検査
法による測定値のトレーサビリティの確保，お
よび，常用参照標準物質の値付けのために用い
る．ただし，ヘパリン投与患者検体，グリセ
ロール輸液投与患者検体およびカルボキシエス
テラーゼ活性を含む試料には適用しない．

5．測定原理

本法の測定原理を図 1に示す．血清 LIPは，
基質である DODGを加水分解してモノオレオ
イルグリセロールと脂肪酸を生成する（第 1
反応）．モノオレオイルグリセロールをさらに
MGLPで加水分解し，グリセロールと脂肪酸
とする（第 2反応）．生成されたグリセロール
を，GKの作用でリン酸化して ADPとグリセ
ロール-3-リン酸とする（第 3反応）．さらに，
ADP-HKの作用で ADPの存在下グルコースを
グルコース-6-リン酸にリン酸化し（第 4反応），
グルコース-6-リン酸を G6PDで酸化すること
で生成する NADPHの増加速度を 340 nmの吸
光度変化量で測定する．

228

勧告法総集編_02本編.indd   228 13/12/10   16:06


